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平成２８年度 第 1回苫小牧市女性センター運営委員会会議録（概要） 

１ 日 時  平成２８年６月２日（木）１３：３０～１５：００ 

２ 場 所  市民活動センター４階 講習室Ａ 

３ 出席者  運営委員９名（欠席者 ２名） 

市民生活部（部長、次長、男女平等参画課長、課長補佐、主査、主事、嘱

託事務員 計７名）女性センター長、事務員１名 

４ 傍聴人  なし 

５ 記 者  苫小牧民報社（１名） 

６ 議事概要 

（議題１） 平成２７年度女性センター事業報告について 

  意 見  

 □ 昨年度の委員会で申し入れた覚醒剤使用防止啓発について、さっそく新規事業とし

て取組んでいただきありがとうございます。 

保護司を担当している立場から、実は身近なところに覚醒剤使用者が多数いるとい

う実態を見ており、何とかすることはできないかと考えておりました。深入りしての

活動は難しいと思いますが、ポスター等を貼るといったような、まずは啓発、抑止の

ための協力を私たちがすることで、注意喚起になるのではないかと思います。 

 □ 託児に関してですが、利用年齢を広げてくれたことで、講座の受講者に若いお母さ

ん達の参加が増えたのでお礼申し上げます。ありがとうございました。 

 主な質疑  

＜質 問＞ 

就労支援事業についてですが、マザーズハローワークの再就職準備セミナーでパソ

コンのセミナーが２回行われています。１回あたり２時間を５日間ですが、これは就

職に役立つ程度までパソコンを使えるようになるような充実した内容のものですか。 

＜回 答＞ ※ハローワーク 

   子育てをしている女性のための就職相談窓口がマザーズコーナーとなっていますが、 

事務職だけではなく、現在はいろいろな職種でパソコンのキーボードの打てる人とい

う要件が付く事が多くなっています。 

   パソコンを使いこなすまでとなれば、検定の１級、２級が必要になってきますが、

それを取るとなると職業訓練等で１～２ヶ月の研修を受けなければならず、なかなか

取得は難しいです。ただ、基本的な操作となれば、１日２時間の研修を一週間程受け
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ていただければある程度は使えるようになるということから、パソコンを始めてみた

いという人も含め、毎回５日間で１２枠の定員が満員という状態になっています。 

＜質 問＞ 

   女性の起業セミナーについて、実際に起業した方がいるということですが、その方   

  は元々苫小牧にお住まいの方ですか。 

＜回 答＞ 

   何年くらい住んでいるかはわかりませんが、元々いらっしゃった方だと思います。 

  ご主人が外国人の方で、セミナーを受けて何ヶ月か後に英会話の教室を起業されて、

スタートの時には、女性センターのプチギャラリーでＰＲという形で支援させていた

だきました。市の制度で創業補助金の手続きもされて、軌道に乗っておられるように

伺っています。  

  意 見  

   駅通りのシャッター街も、最近はエガオの関係もあってお店が増えてきています。

それだけではなく、市外の人から見て苫小牧は非常に魅力がある街だということで 

他所から来た方が新しくお店を出しているという話も聞きます。そういった方もセミ

ナーを受けているのかと思ったのでお聞きしました。 

（議題２） 平成２８年度女性センター事業計画について 

 主な質疑  

＜質 問＞ 

   赤ちゃんの駅についてですが、私が利用しているのぞみコミセンで、赤ちゃんが集 

まっている小さな部屋があって、時々赤ちゃんだけではなく子どもの読み聞かせのよ

うなことをしていて、良い事業だなと思って見ていたのですが、赤ちゃんの駅という

のはそういう事業のことでしょうか。 

   それから、女性の福祉の件ですが、配偶者を亡くしてから一人でいるのが長くなっ

た方の中には、家に引きこもる方も多いように思います。町内会の支援にも限界があ

るし、健康講座のようなものを年 1回くらいではなく、もっと増やして欲しいと思い

ます。３、４年前くらいまで、のぞみコミセンと住吉コミセンで６５歳以上を対象に

スポーツテストの講座をやっていて、体力測定などをしてくれるので毎年励みにして

参加していたのですが、事業が終わってしまい目標が無くなってしまいました。こう

いった形の事業をぜひ復活して欲しいと思います。 

＜回 答＞ 

赤ちゃんの駅というのは、市の公共施設で授乳やおむつ換えのためのプライバシー

が保護された場所を用意しているというものです。女性センターにはそういったお部
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屋が無いため、相談があった場合にプレイルームで対応するということで表示等はし

ていなかったのですが、今回赤ちゃんの駅として利用者に分かり易いよう周知を始め

たというものです。 

お話されているのぞみコミセンのお部屋は、各施設でいろいろな事業が行われてい

るのでそういった中の一つだと思います。 

それから、健康講座についてですが、やはり１年に 1回しか開催しておりませんの

で、いただいた御意見を参考に、年齢に関係なくみなさんが楽しく参加して健康維持

できるような講座を検討していきたいと思います。 

＜質 問＞ 

   赤ちゃんの駅のことですが、土日祝日の利用は可能ですか。休日に活動センター１

階で行われるイベントには、小さいお子さん連れの方も多数いらっしゃいます。私も

以前におむつ換えをする部屋はないかと尋ねられた経験があります。 

＜回 答＞ 

   今のところの課題でもあるのですが、平日の９時から５時という女性センターで管

理できる時間帯での開放となっております。市からはすべての曜日で対応できないか

検討するよう言われており、おむつ換えに関しては、女性トイレにベッドがあるので

そちらを利用していただいていますが、やはり授乳となると難しいので検討が必要か

と思います。   

＜質 問＞ 

   今日の時点での２８年度の事業計画と運営方針については２７年度と大きく変わり

ないと思うのですが、４月２７日付けでいただいた「市民活動センター条例の一部改

正についてのパブリックコメント実施に係るお知らせ」の中で、改正後の第２条の事

業の内容がこれまでの３項目から５項目に変わっていました。それに伴い女性センタ

ー運営委員会は廃止となり、私たちが運営委員会として意見を述べる機会は、今日が

最後となるのか、あるいは廃止の前にもう一度会議が開かれるのかわかりませんが、

条例が改正された後、運営方針のスタンスはどうなるのか、また条例改正に伴って事

業の一部見直しや追加などを考えておられるのか。委員会として考え方を聞く機会と

いうのは、今日以外無いのかと思いお伺いします。 

＜回 答＞ 

   これまでの女性センターの活動内容は、すべて女性だけに特化したものになってい

ましたが、昨年の事業も含めて、男性も参加して実施する事業内容に変わってきてい

ます。それに合わせて男女平等参画都市宣言以降の取組みとして、中核的な施設とい

う形に位置づけていかなければならないという議論の中で今回の条例改正という流れ

に至ったものです。 

今回、条例改正することによって、改正以降の事業の内容が変わるかということに

つきましては、これまでの事業の流れが変わりつつあったので、それに合わせて機能
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を見直し条例も変えるというものなので、今回条例が変わることで、改めて事業の中

身を変えるという予定はございません。 

   また、今後の事業のあり方についてですが、女性センター運営委員会は廃止という

方向になりますが、私案として、例えばサークルの協議会などの中で事業運営の進捗

確認ですとか、来年の事業に向けての協議をしていただくような場があったほうがい

いのかと考えております。 

   これまでも運営委員会では、毎回活発なご意見をいただいており、ご意見が翌年度

の事業にも反映されていると思います。そういった場をどこに位置づけるのかという

のは、今後、社会福祉協議会とセンターのほうでの話し合いになっていくと思います

が、これからはある意味任意の懇話会的な形で、女性センターの運営について話し合

っていただく場を設けるといいかなと私個人では思います。 

＜質 問＞ 

   ６月議会で条例改正が通ってから女性センター運営委員会の廃止となるのだと思う

のですが、具体的にいつ頃になる予定ですか。 

＜回 答＞ 

   ７月いっぱいを予定しております。 

＜質 問＞ 

   条例改正の中の第３項として、男女平等参画に関する研修、講習等の企画立案及び

支援に関することというのが、今までの条例の中には無い表現の仕方で記載されてお

ります。それだけ、これからも重視していかなければならないという意味があると思

います。今年度については年度途中ということもありますし、経過の中でというのも

理解できますのでこれ以上申し上げるものではないのですが、今年度の２７ページに

ある男女平等参画の推進という大きな項目の中に、目標の一つとして男女平等参画の

意識改革という言葉があります。これはもう何年か使っている言葉だと思いますが、

この意識改革というのは非常に大変なことだと思います。 

   女性の就労問題、女性の社会参画問題、男女の役割、家庭生活の問題、子育て問題

といったように、男女平等参画といってもいろいろな視点があります。単年度のばら

ばらな目標ではなく、最初の何年かは特にいくつかに焦点を当てて進めるといったよ

うな中長期の展望を持った取組みを進めたほうがいいのかと思います。 

   ここに見える表現だけで言うと、２７年度と２８年度に記載されている内容につい

ては、まったく同じ表現になっています。私たちが委員会の場で意見を申し上げる機

会は、もう無いかと思いますので、あとは先ほど申された懇話会のような形で、幅広

く意見を聴きながら、市民が望むあり方を模索していただけたらと思います。 

＜回 答＞ 

   男女平等参画ということは、女性センターの取組みだけではなく行政全体の中で意

識していかなければならない部分です。このため、平成２９年度までの１０年計画と



- 5 - 

いう形で男女平等参画を推進しておりますが、まもなく策定する第３次計画の中でも

行政全体として男女平等参画の視点での行政の取組みを計画立てて進めるとしていま

す。その中で、今回女性センターを男女平等参画推進センターとし、中核機関として

位置づけを替え、身近なところから男女平等参画という意識を広めていきたいと考え

ています。基本となるのは、今後もこの男女平等参画推進計画ですので、これをお示

しして広く市民の皆さまにも御意見を寄せていただきながら、政策全体に反映させて

いかなければならないと考えています。これからも教育や福祉の視点においても、行

政は常に男女平等参画を意識していかなければならないと考えております。 

（議題３） 女性センター事業の推移 

 主な質疑  

＜質 問＞ 

   貸館で、申し込みの希望が叶わない、お断りすると言った事例はありますか。 

＜回 答＞ 

   グループでの利用件数が増えているため、申し込みがあっても使いたいお部屋が常

に埋まっているという事例が、最近は多くなっています。 

活動センターの１階から３階は、基本的には福祉センターという位置づけで、ボラ

ンティアや福祉団体の優先利用ではあるのですが、お部屋が空いている場合に限って

は、一般の方も料金をお支払すれば利用できるということで、そちらのほうをお勧め

することもあります。また、本来希望のお部屋ではなくても、会議室として利用が可

能な音楽室をお使いいただく事例も多くなり、音楽室の利用件数が増えているという

こともあります。 

＜質 問＞ 

   貸館事業で、人数の割に件数が増えているというのは、使うグループやサークルの

方々が小人数化しているということでしょうか。 

＜回 答＞ 

   それもありますし、サークルさんの中には高齢により活動が出来なくなってきたと

いうことで解散されたり、活動が縮小されたという事例もあります。 

また、和室をヨガのグループにお貸ししたり、プレイルームを親子相談でお貸しす

るといったような、従来には無かった形で柔軟な対応をしております。 

  意 見  

   高齢化で人数が減っていっても、残った方々が頑張って活動を続けたいという希望

を叶えられるよう、これからも弾力的な対応で支えていってもらいたいと思います。 

   男女平等参画の取組みでもありますが、生涯学習活動としての取組みにもつながる
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ものだと思いますので、是非お願いいたします。 

＜質 問＞ 

   アンケート結果の「女性センター職員の対応（全体）」で、利用者の不満が 0.2％と

ありますが、これについて職員の間ではどのような話合いをもたれましたか。 

＜回 答＞ 

   女性センターではなく、１階窓口の対応だったのですが、窓口職員が曖昧な答えを

することを避けるための言い回しが、適切ではなかったのかもしれません。 

   アンケートを受け取った翌日以降には、夜間・休日の窓口対応について改めて確認

をしました。 

＜質 問＞ 

   実際に、夜間・休日の女性センターに関する１階窓口での対応というのは、事案と

してどれくらいの頻度でありますか。 

＜回 答＞ 

   平成２７年度は、夜間が１６２件、土日祝日で１５７件、合わせて３１９件と、や

はり夜間の割合が多くなっています。 

＜質 問＞ 

   １階の窓口利用は、講座の申込みが主だと思うのですが、件数が多いことで窓口の

職員が困っているというようなことはないですか。 

＜回 答＞ 

   業務の引継ぎは随時行っておりますので、特にそのようなことは無いと思います。   

女性センターに関する問い合わせの時は、すぐに電話がくる仕組みにしておりますし、

場合によっては職員が行って対応するようにしています。 

夜間等の場合でその場で即答できない時にも、翌日連絡をするといった形で直接お

話できるよう対応しています。 

＜質 問＞ 

   事業計画について、来年の日本女性会議でウエルカム部会を担当するようですが、

具体的に何か打合せなどが進んでいるのでしょうか。 

＜回 答＞ 

   皆さんご存知のとおり、日本女性会議は来年１０月の開催が決定しており、昨年８

月に実行委員会を立ち上げました。さらに今年の１月、いろいろな部分での企画等を

していただく、総務、企画、ウエルカムといった３つの部会を設けました。 

部会が分かれることで、事務局担当を男女平等参画課の職員だけでは対応しきれな

いことから、事務局対応の一部を社会福祉協議会にお願いしております。ウエルカム
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部会につきましては、現在内容等を検討いたしまして、民間の方も含めて５０名くら

いの部会員を企画別に分け小部会で協議していただくため、女性センターにはその事

務局担当をお願いしております。 

    スタートしたばかりで進捗状況としてはまだご報告できる状況にはありませんが、

来年１０月の開催に向けて、女性センターではサークル協議会さんのご協力もいた 

だき、市と一丸となってやっていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 ＜回 答＞ 

   追加になりますが、ウエルカム部会で検討していただく内容というのは、市外から

のお客様をお迎するというおもてなしに係る部分が大きくなります。こちらについて

は、エージェント（旅行会社）が決まらなければ具体的な動き方が見えてこないとい

うこともありまして、現在旅行会社の選定に入っている段階で、こちらが決定しまし

たら、加速度的に進むと思います。実際には議会終了後になると思いますが、７月く

らいから、どこの旅行会社に決まって、どういう方向で進めて行くかということをお

示しできると思います。 

＜質 問＞ 

   企画部会のほうで、現在分科会の内容について検討が進められており、会議も開か

れていますが、当日大会参加者と接するのはウエルカム部会の方が中心となってくる

と思いますので、他の部会の会議にも出席して、全体の動きを把握していくほうが良

いのではないでしょうか。 

＜回 答＞ 

   これまで開催されてきた日本女性会議でも、やはり核となるのはエージェントであ

り、女性会議全体をコーディネートするノウハウを持っていますので、そこが確定し

たら全体が動き出すと思います。今のお話も含めて、もう少々お待ちいただきたいと

思います。 

（議題４） その他 

 □ パブリックコメントの結果について（事務局説明） 

   女性センターの名称変更等にかかる市民活動センター条例の一部改正について、４

月２８日から５月２７日の間、パブリックコメントを実施しましたので、その結果に   

つきまして、ご報告させていただきます。 

   ３０日間の期間中に５人の方から７項目の意見をいただきましたが、名称変更に関

する意見が５項目、機能変更等に関する意見が２項目でございました。 

   名称変更に関する意見としては、名称が親しみにくい、長くて覚えにくいなどの内

容でした。市の考え方としては、これまで、本運営委員会や男女平等参画審議会にお

いてもご議論をいただきましたが、男女平等参画社会の実現に向けて、男女平等参画

に向けた意識を広めるための活動を続けていく必要があることから、そういった目的
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を踏まえた名称にし、センターの役割を明確にしたい旨の回答としたいと考えており

ます。 

   また、機能変更等に関する意見としては、名称だけではなく、事業内容なども充実

してほしいとの内容でした。市の考え方としては、ご意見のとおり、名称変更にとど   

まることなく、今後も男女平等参画を推進する事業の充実に努め、多くの方に利用し 

ていただける施設を目指す旨の回答としたいと考えております。 

   パブリックコメントの結果につきましては、回答としてまとまり次第、市ホームペ

ージに掲載する予定となっております。 


